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１．概要 

ＥＢＳＤ，ＸＲＤ測定データに対応しているＯＤＦソフトウエアとして市販されているＬａｂｏＴｅｘや 

  ＴｅｘＴｏｏｌｓが知られているが、ＭＡＴＬＡＢが使える企業や大学では、無料で使えるＭＴＥＸの使用

も考えられる。２０２４／１２／２１現在ｄｏｗｎｌｏａｄ可能なＭＴＥＸは以下があります。 

２０１７のＭＡＴＬＡＢで動作する最新版は、ｍｔｅｘ－５．８．２であが、 

導入時のｍｔｅｘ－５．１．１，ｍｔｅｘ－５－８．０も併用している。 

ｍｔｅｘ－５．８．２以降の組み合わせではＭＡＴＬＡＢのサポートなしのエラーが発生する。 

  

 

 

ＭＡＴＬＡＢは古いが以下、ｍｔｅｘ－５．８．２との組み合わせを説明します。 

 

ＭＴＥＸでは、ＥＢＳＤ，ＸＲＤ測定データの解析とシュミレーション機能があります。 

以下でこれらの解説を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２． ＭＡＴＬＡＢにＭＴＥＸの読み込み 

 

 ホームタブ、パスの設定でｍｔｅｘ５．１１．２を選択 

   

 

保存して閉じ、再起動で 

 読み込まれています。 



３． ＸＲＤデータの読み込み 

ＸＲＤデータはバックグランド除去、吸収補正、ｄｅｆｏｃｕｓ補正など各種補正後のデータを 

読み込む 

ｉｎｔｅｒｆａｃｅとして各種フォーマットが用意されているが、本資料では、補正後のデータ 

フォーマットとしてａｓｃデータとします。 

各メーカの測定データフォーマットは、ＣＴＲソフトウエアで変換処理を行って読み込ませます。 

 

  ３．１ ＸＲＤデータの変換 

 

 各メーカ測定データは、上記ソフトウエアでａｓｃフォーマットに変換される 

 

３．２ ａｓｃデータに対する各種補正 

 ＣＴＲソフトウエアの 

   

  で処理結果をＴＸＴ２（α、β、強度）に変換する。 

 

 



３．３ ＴＸＴ２データからＭＴＥＸが読み込むａｓｃデータに変換 

 

  

 極点データ処理結果のＴＸＴ２データをＭＴＥＸで読み込むａｓｃデーに変換する。 

 

３．４ＭＴＥＸでホルダの選択 

  



３．５ ａｓｃデータの読み込み 

  

ｃｉｆの選択 

 

 

 

 

 



 

 

  実行でコードファイルが作成される 

 



  

 

 

 

 ｐｆが読み込まれた極点図 

  

 

 

 

 

 データが読み込まれています。 

   

 

 

 

 

 

 

 



４． ＥＢＳＤデータ読み込み 

ＥＢＳＤデータも各種ｉｎｔｅｒｆａｃｅが存在する、本資料では全てのＥＢＳＤデータを 

ＣＴＲソフトウエアのＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアでＨＫＬ－ｃｔｆに変換を行いＭＴＥＸに 

読み込ませる。 

例えば、ｍｔｅｘ５．１．１付属データ titanium.txt 

 

をＭＴＥＸに読み込ませると 

 

となり受け付けられない。このような場合ＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアで対応します。 

 

 

 

 

 

 



４．１ ＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアによるデータ変換 

 

  各種フォーマットに対応しています。 

  

 入力データとｃｉｆ（Ｍａｔｅｒｉａｌ）を指定、ｐｈａｓｅをＡｌｌＰｈａｓｅ 



 ４．２ ＨＫＬ－ｃｔｆフォーマットでＭＴＥＸ入力データ作成 

   

４．３ ＨＫＬ－ｃｔｆデータをＭＴＥＸに読み込み 

  

 読み込めます。 

 

 



 

 

読み込めています。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

ｅｂｓｄデータとして  Titaniumが読み込まれています。 

 

 



４．４ ＯＤＦ解析 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．ＭＴＥＸのＯＤＦ解析パラメータ 

ＭＴＥＸでは極の広がりは入力データに関係なく固定あるいは指定して描画されている。 

指定しない場合、ＥＢＳＤは２５ｄｅｇｒｒｅで描画される。 

 

 

２ｄｅｇｒｅｅ指定 

 

  

（２５ｄｅｇｒｅｅ）――＞ （２ｄｅｇｒｅ） 

 

 

 

 



６． ＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔ 

 

 

Ｔｏｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｍｏｎｂｉｃ 

 

 

 

 



７． 極点図のＥｘｐｏｒｔ 

 

 

 

 

ｒｐｆの Export 

 

 

 

 



７．１ ＥｘｐｏｒｔデータをＴＸＴ２に変換し表示 

 

 

 

 



 １面毎にＴＸＴ２に変換する。 

  

  

  

 Orthorhombic にも変換可能 

 

 

 

 

 



８． 逆極点図のＥｘｐｏｒｔ 

   ８．１ 逆極点Ｅｘｐｏｒｔ用ｍファイルを読み込む 

   ＭＴＥＸでは、逆極点図のＥｘｐｏｒｔがサポートされていないため、ＣＴＲソフトウエアの 

   ｍファイルを読み込みＥｘｐｏｒｔする。 

   ＭＡＴＬＡＢへの外部ｍファイルの指定は最初に外部ｍファイル、次にＭＴＥＸとなる。 

  

再読み込み 

 

 

 

 



 ８．２ Ｅｘｐｏｒｔ 

 ｍｔｅｘ－５．８．２では問題が発生したため、ｍｔｅｘ５．８．０で処理 

 Ｔｉｔａｎｉｕｍ．ｍを実行 

  

  

  

  

 

 

 



 

 ｅｘｐｏｒｔＩＰＤＦ（）はｍｔｅｘ－５．８．２でも可能であった。 

 

     

 軸が入れ替わって表示されている。 

 

 

 



９． 方位のシュミレーション 

 ＴｉｔａｎｉｕｍのＴＤ－ｓｐｌｉｔをシュミレーション 

 方位は｛０１－１３｝＜２－１－１０＞  ｛０１３｝＜１００＞とする 

  

  

  

  

９．１ ＯＤＦシュミレーション 

  

      

  

 で解析されている。 

 

 

 

 



９．２ 極点図シュミレーション 

  

  

 

 

９．３ 逆極点図シュミレーション 

  

 

 ND->zvector 

 RD->xvector 

 TD->yvector 



１０．ｃｉｆデータのｄｏｗｎｌｏａｄ 

 

 

 を使わせて頂きます。 

 


